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今年ももう半分が過ぎ、今年度も第１四半期が

終わりました。あっという間です。今年も梅雨入

りが早かったですが、今年は梅雨入り早々に各地

で豪雨に見舞われました。梅雨特有のシトシトと

降る雨が少なくなったことは、皆さんも感じられ

ていると思います。6 月下旬には、三鷹市及びそ

の周辺で大量の雹が降り、大きな被害をもたらし

ましたし、和光市周辺で時間雨量 110mm という

猛烈な雨を記録したりしています。雲の動きを見

ていても、局地的に強烈な積乱雲が発生して猛烈

な雨をもたらし、その積乱雲が流れていくコース

に当たった地域だけに猛烈な雨が降っています。

また、雲の流れが遅いので、コースに当たった地

域での降水量が異常に多くなっているのも特徴

ですね。 

集中豪雨といえば、梅雨の終わりに生じ、その

後は強烈な太陽の夏を迎えるというのが相場で

したが、最近では、安定しているはずの 5 月や 6

月に生じていますので、気候の変化を感じます。

上空に寒気が入って、湿った暖かい空気とぶつか

って雷雨になるとの予報を頻繁に聞いているよ

うに感じます。「梅雨」ではなくて、「雨期」に

なってしまったようですね。 

わが家の月下美人に花つぼみが 9 輪もつきま

した。毎回、花の写真を撮っているのですが、月

下美人を分けていただいた 2004 年には 7月 2日

に花が咲いており、これが最速です。7 月に花が

咲いたことはあと 3 回ほどありますが、今年は 2

番目に早い開花になりそうです。昨年の 7 月の業

務報告を見ると同じことが書かれていて驚きま

すが、今年は昨年よりも早く、しかも 9 輪のうち

７輪の花が咲きそうです。一度に 7 輪はわが家の

記録です。 

今年の夏は原子力発電がゼ

ロの状況ですが、夏は節電の季

節ということが定着してきた

ということで、特段の節電の要

請はしないようです。東京電力

では、他電力に融通できるぐらいの余力があるよ

うです。当協会は、先月の業務報告でご紹介した

とおり、電気使用量を基準年（平成 21 年度）比

で 36％削減していますので、その水準を維持す

べく努力していきたいと思います。 

男子サーカーのワールドカップブラジル大会

が始まり、スポーツニュースはサッカー一色です

が、決勝トーナメント進出が期待されていた日本

代表は、残念ながら１勝もできずに１次リーグで

敗退しました。他のアジア勢もことごとく敗退で、

アジア勢は１勝もできませんでした。日本代表は、

前回の南アフリカ大会での本田と遠藤によるフ

リーキックからの直接ゴールのような輝きがな

かったですね。どこかで輝きがあると波に乗るも

のですが、本田がゴールして、アシストして、だ

けでは勝てないように思いました。新たなヒーロ

ーの出現が必要でしたね。もっとも、スペインや

イングランドもまさかの１次リーグ敗退でした

ので、短期決戦の難しさがわかります。 

さて、協会の業務ですが「環境研究総合推進費

研究管理・検討事業」については、6 月から PO

業務や支援業務が始まりました。各研究課題のア

ドバイザー会議も増えてきていますので、PO の

方々の出張の機会も増えています。また、平成

25 年度終了課題の報告書の PO による査読も始

まっています。7 月下旬からは、環境研究総合推

進費の継続課題の「中間評価」のためのヒアリン

グ分科会が始まります。 

「CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証

事業」については、6 月末で平成 26 年度事業の

二次募集が終了しますので、その事前評価などの

ための評価委員会が 7 月下旬に開催されます。 

6 月 19 日（木）に当協会の定時社員総会が開

催され、平成 25 年度の決算報告を承認いただき

ました。これにつきましては、別途報告を掲載さ

せていただきます。 

引き続き、みなさまのご指導・ご支援のほど、

よろしくお願いいたします。 
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2014 年度より、環境研究総合推進費のプログ

ラムオフィサー(PO)を担当します石井です。この

3月に独立行政法人森林総合研究所森林バイオ研

究センターを定年退職致しました。PO としては

自然共生型社会部会の課題を担当します。どうか

よろしくお願いします。自身の専門は、森林植物

細胞分子生物学で、細胞・組織培養や遺伝子組換

え技術を用いて、有用植物の増殖研究や、無花粉

スギの作出等の研究に携わってまいりまいりま

した。環境保護関連では、絶滅危惧植物の保全に

おけるバイオテクノロジー活用を進め、環境省の

プロジェクト研究でも「屋久島の生態系保全」に

おいて、絶滅危惧種のヤクタネゴヨウの組織培養

等による生息域外保全研究を行いました。屋久島

の西部林道付近のヤクタネゴヨウの生残個体か

らの種子採取の時に、隣にヤクザルがきてくれた

ことなどの思い出があります。ヤクタネゴヨウは

現在約 2,000 本程度が、屋久島と種子島のみに生

残していますが、もともと丸木舟や建築材として

利用価値が高い有用樹種であり、大量増殖や植林

技術が整えば、地域の発展に貢献できると考えま

す。屋久島はユネスコの世界自然遺産に登録後観

光資源としての価値も高まり、多くのエコツーリ

ストが訪問するようになりました。それは喜ばし

いことですが、小さな島の自然環境を大事にして、

各自がエゴツーリストにならないよう気をつけ

たいものです。これとは別に、栃木県と協力して、

シカの食害で絶滅寸前だったシラネアオイの組

織培養による再生技術を開発しました。また、東

北森林管理局からの依頼で、秋田県の男鹿半島の

毛無山に数十本のみ残存していたチョウセンキ

バナアツモリソウという野生の蘭の仲間の組織

培養による再生に取り組みましたが、これは小さ

な苗以降に育てるのが大変難しく、うまくいきま

せんでした。そこで、厳重に管理された環境での

生息域内での保存が行われております。この時お

近づきになりました、野生蘭の第一人者の東大理

学部の井上健先生が、その後樺太でフィールド調

査中、高圧の送電線に

吸い込まれる様に接触

してしまい、お亡くな

りになったのは衝撃で

した。環境省の「レッ

ドデータブック」が井

上先生の最後のお仕事

になりました。最近で

は、奄美大島に絶滅危惧種として 20 本程度残存

し、2004 年に新種として発見されたワダツミノ

キという薬用樹木の再生研究に取り組んでいま

した。これはカンプトテシンという抗がん剤の原

料成分を 0.3％程度含有し、うまく活用できれば

地域振興に貢献できると思われます。奄美大島も

現在世界遺産登録に向けて、地元では様々な環境

資源の保全や持続的な活用が模索されておりま

す。環境研究における課題の候補として何か考え

られるかもしれません。 

 さて、話は変わりますが、研究職としての最後

の勤務地は、茨城県の日立でしたので、2011 年

の震災での福島のメルトダウンの地から 80ｋｍ

の距離で、放射能汚染には皆さん関心がありまし

た。研究所としても急遽高価なゲルマニウム半導

体検出器を 6 台購入するなど、森林や渓流、野生

動物や植物への汚染のモニター研究を盛んには

じめることになりました。何か課題をということ

で、バイオ研究センターでは、苗木の放射線セシ

ウム吸収機能の解明を少額の予算で行うことに

なりました。よく吸収する苗木がみつかれば、そ

れを用いて環境修復に活用できないかという、い

わゆるファイトレメディエーション研究です。残

念ながら、これまでのところ特段にセシウムを吸

収するような苗木は見つかっていませんが、公開

講演会で発表しましたら、ある会社が、ポプラの

苗木を使ったガソリンスタンド跡地の廃油汚染

の浄化の試験をすることになり、苗木の提供を致

しました。これより先、放射能汚染関連の情報収

集とシンポジウムに参加することになり、ウクラ
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イナのキエフやロシアのオブニンスクへ出張致

しました。機会があればご紹介したいと存じます。 

 また、遺伝子組換えによる無花粉スギの作出に

ついては、バルナーゼ遺伝子とバルスター遺伝子

を導入することで昨年やっと成功しました。国民

の 5 人に１人が罹患しているといわれるスギの

花粉症問題への根本対策として期待が持てます。

しかし、実用化へ向けては今後隔離圃場での植栽

試験等の評価を行う必要があり、生物多様性条約

のカルタヘナ法に従い、環境大臣へ第一種使用の

ための申請をし、野外試験を進めることとなりま

す。 

 さて、現在の PO の任務は、研究者と行政のパ

イプ役として、環境研究の推進を円滑に進めるこ

とです。まだまだ不慣れな点多々あると存じます

が皆様のご協力をどうかよろしくお願いいたし

ます。

 

 

 

 

 

 

昨年（2013 年）の 6 月頃だったろうか、家の

周りはドクダミの白い花で埋め尽くされた感が

あり、植わっていたはずの他の草花はほとんど見

えないほどになった。子供のころ、葉を揉んでつ

けると切り傷、擦り傷などの消毒になると教えら

れていたこともあって、特徴的な強い匂いも嫌い

ではないし、可憐な白い花にも愛着さえ感じてい

たのだが、この時ばかりは何とかしなければいけ

ないと言うことになった。 

ドクダミは、宿根性の多年草で地下の根茎を四

方に伸ばして増えるだけでなく、種でも増えるら

しく、一旦広がり始めるとその繁殖力は相当なも

のである。駆逐するためには、まず、種が熟する

前に地上部を抜き取ることが肝要だが、地下に残

った根茎から直ぐに新しい芽を出してしばらく

するとびっしりと茂ってくる。そこで根茎の部分

まで掘り取る「根絶作戦」で臨んだが、これがな

かなか難儀な仕事である。…と言うのは、よほど

注意して掘り取ったつもりでも、5mm 足らずの

根茎の切れ端が土の中に残っただけで、しばらく

するとそこから新しい芽が出て、また生長・繁茂

を始めるからである。インターネットで調べたら、

葉から吸収されて根茎まで枯らす、なかなか効果

的な除草剤があることが分かった。まわりの植物

に影響が出るのを避けるためには、「ドクダミの

葉にだけ溶液を筆で塗りつけると良い」らしい。

根茎に到達した薬剤は、ドクダミを枯らした後、

土中で比較的速やかに分解されるとのことで、こ

の方法だと周りの植物への影響はほとんどない

とのことである。何千本あるか分からないドクダ

ミ1本1本の葉に薬を塗りつけるのも決して楽で

はないが、一旦枯れれば同じ茎から再生すること

はないというのなら、「まるで夢のような除草剤」

ではないかと思って、早速、園芸店で買ってきた。

しかし、自然を愛する周りの人たちから、「薬は

使うな」という忠告があって、結局、退職後の有

り余る時間を活かして、「掘り取り根絶作戦」で

ドクダミの駆逐に挑むことになった。 

掘ってみると、1 本の地上部の下には横に伸び

る地下茎が何本かあり、その先からも地上部が伸

びている。別の植物の密集したひげ根の中や、他

の植物は余り根を伸ばさない粘土塊の中までし

っかり入りこんでいくし、葉の部分が空中に出ら

れさえすれば、水底の泥の中（あまり好きではな

さそうだが）へも根茎を伸ばして広がることもで

きる。繁殖力の凄まじさを目の当たりにして、こ

れでは他の植物はなかなか勝てないわけだと納

得もした。それでもドクダミにとっては暇な老人

の挑戦を退けるのは難しい。1 日 2 時間程度の除

草に取り組みながら、そのうちにドクダミが哀れ

に思えてきた。「根絶作戦」を仕掛けられても、

ドクダミは特段反撃に出るわけでもなく、唯一、

見逃されて地中に残った根茎の切れ端から新た

に芽を伸ばして生き残る努力をするだけである。
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そして、植物の宿命として、生き残るためには地

上に葉を広げて光合成をしなければならないの

で、せっかく地中に取り残された地下茎の切れ端

もこれで在りかを知られてしまう。土中 10cm 余

の深さに残った 5mm足らずのわずかな切れ端か

ら地表まで伸びてきた茎は、糸のように細く弱々

しいが、地上に展開された葉は十分立派で驚かさ

れる。とにかく地上に葉を広げて光合成を始めれ

ば、後はどんどん根茎も地上部も成長できるとい

う戦略的合理性には思わず唸らされた。勿論、暇

な人間に見つかって掘り取られてしまわなけれ

ばの話だが…。一方、やや太めの新しい根茎が地

下 5cm 位の深さのところをほぼ水平に 1m 以上

も伸びてから地上に葉を広げることもある。これ

は一体、どのような合理性に基づくものなのだろ

うか。どうも、残った根茎が十分な長さと太さを

持つ場合には、力を振り絞って長く根茎を伸ばし

繁殖範囲を広げるらしい。先端が地上に出て葉を

広げ光合成を始めると、長く伸びた根茎の途中で

茎の枝が出て多数の芽を地上に出すようである。

枝分かれした根茎の長さはマチマチなため芽は

広い範囲に分布して、決して一列に並んだりする

ことはなく、地上部を見ただけでは一本の根茎で

つながっていることを見抜くことは難しい。しか

し、根茎を切らないように注意深く掘り取れば、

まさに「芋づる式」に地上部がぶら下がってくる。

また、根茎を掘り取るのが難しいコンクリートの

隙間や石の間から伸びた芽も、葉（地上部）が広

がるたびに繰り返し 3～4 回摘み取ってやると芽

が出なくなり、根茎が精根尽き果てたことを伺い

知ることができる。かくて、しぶとい繁殖力と優

れた生存戦略をもつドクダミも、執拗な暇人の攻

撃を乗り越えるのは難しく、思ったより容易に駆

逐できそうだという希望がわいたので、今年は

「新芽摘み取り作戦」で行くことにした。 

「新芽摘み取り作戦」の良いところは、「掘り取

り根絶作戦」に比べて一本当たりの除去に必要な

労力と時間が格段に少なくて済むので、3～4 回

の摘み取りが必要だとしてもはるかに楽なこと

と、除去に伴う周りの他の草花等への影響が非常

に小さいことである。どこかで誰かも書いていた

が、「イモの葉に似た特徴的な葉の形」をしてい

るために、少し大きくなるとほとんど見逃すこと

はないし、土の柔らかいところでは引っ張るだけ

で根茎が結構長く抜けてくることもある。葉が伸

びたらできるだけ早く摘み取り、根茎にエネルギ

ーの蓄積が進まないようにすることが必要な摘

み取り回数を減らすポイントであろう。今年の

「新芽摘み取り作戦」はまだ一回目が終わったと

ころで、次は何時頃目立ってくるのか、何回の摘

み取りで新しい芽が出てこなくなるのか、それで

も更に来年まで生き残るのがどの位あるのかは

まだ分からないが、とりあえず新たな挑戦が始ま

った。5 月も終わりに近づいて、公園脇の小道に

は密生したドクダミが開花し（写真）、昨年の我

が家の庭を思い出させるが、今年は我が家の庭で

あの可憐な白い花を見ることはない。…ハズであ

ったが、6 月中旬までに、なんと 11 輪も開花を

許してしまった。はじめの 3 輪はミョウガの葉影

や電柱の後ろなど、つづく 8 輪は本葉が 3 段位で

突如（？）花が咲き、見回りの隙を突かれた。「健

在なるかなドクダミの繁殖力！」と言ったところ

か。思わず快哉の拍手。 

この度のドクダミ駆逐作戦は、自然の中の希少

植物が、「売れる」と言う経済的な価値ゆえに盗

掘者の執拗な探索の目に追われ、種子を残して次

世代へと命をつなぐ暇もなく掘り取られて持ち

去られることによって絶滅に瀕する

ことと相通ずるところがあって、今

や確信となった庭のドクダミ駆逐の

成功も、意外にも何か物悲しい。（終）
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平成 26 年 6 月 19 日、東京大学山上会館で、

平成 26 年度第 1 回定時社員総会が開催されまし

た。定時社員総会では平成 25 年度事業報告、決

算報告が審議され、原案どおり可決されました。 

 

＜平成 25 年度事業報告＞ 

１ 運営管理 

（1）理事会及び総会 

① 平成 25 年度第１回通常理事会 

（平成 25 年 6 月 3 日（月）16:00～16:30） 

② 平成 25 年度定時社員総会  

（平成 25 年 6 月 3 日（月）16:30～17:00） 

③ 平成 25 年度第 2 回通常理事会 

（平成 26 年 3 月 20 日（木）11:00～12:00） 

（2）企画総務部会 

組織及び運営全般に関する検討事項を審議す

るため､以下のとおり企画総務部会を開催した。 

①第1回 平成 25年5月23日（木）17:00～18:00 

②第 2回 平成 26年 3月11日（火）17:00～18:00 

 

２ 公益目的支出計画の事業 

情報交流部会に編集委員会（委員長：樋口広芳

（慶應義塾大学大学院教授））を設置し、以下の

会誌を作成するとともに、国内外の大学、研究機

関、国際的研究計画事務局、協会会員などに配布

した。 

①和文誌「地球環境」 

・Vol.18 No.1『東日本大震災：地震・津波の環

境影響』 

・Vol.18 No.2『遺伝的多様性から眺めた日本の

森林』  

②英文誌「Global Environmental Research」 

・Vol.17 No.1 “Pathways towards Low-Carbon 

Societies in Asia” 

・Vol.17 No.2 “Key Studies on Tropical 

Mangrove Ecosystems” 

 

３ 自主事業 

（1）情報交流推進に関する事業 

①学術会員の募集 

②国際環境研究協会ニュースの発行 

③会員に対する情報提供事業 

④エコアクション２１の取得 

（2）広報事業 

  協会ホームページの更新を行った。 

４ 受託事業 

（1）平成 25 年度環境研究総合推進費研究管理・

検討委託業務  

①プログラムオフィサーによる研究管理業務 

環境研究総合推進費の研究管理のためのプロ

グラムオフィサー（PO）を計 9 名配置した。PO

による研究管理業 PO しては、24 年度からの継

続課題及び 25 年度に新規に採択された課題等を

対象に、指導助言、課題代表者との打ち合わせ、

現地調査等を通じて、研究の進捗状況、問題点の

把握を行った。 

②研究評価部会の運営 

各種の研究評価部会の運営を行った。 

③環境研究総合推進費の広報 

新規課題公募に関する広報を科学雑誌等のホ

ームページ上に掲載するとともに、関連学会にホ

ームページ等への掲載、メーリングリストによる

情報提供を行った。 

④平成 25 年度環境研究総合推進費パンフレット

作成 

環境研究総合推進費についての和文パンフレ

ット（A4 版 16 頁 2,000 部）及び英文パンフレ

ット（A4 版 16 頁 300 部）を作成した。 

⑤一般向け研究成果発表会 

平成 24 年度終了課題の研究成果を国民に広報

するため、「平成 25 年度環境研究総合推進費研究

成果発表会」を平成 25 年 10 月 30 日（水）午後

に都道府県会館において開催し、100 人程度の参

加者を得た。 
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（2）平成 25 年度 CO2排出削減対策強化誘導型

技術開発・実証事業管理・検討等事業委託業務 

①プログラムオフィサーによる研究管理業務 

プログラムオフィサー（PO）を計 2 名配置し

た。PO による研究管理業務としては、24 年度か

らの継続課題及び 25 年度に新規に採択された課

題等を対象に、指導助言、課題代表者との打ち合

わせ、現地調査、等を通じて、研究の進捗状況、

問題点の把握を行った。 

②研究評価部会の運営 

各種の研究評価部会の運営を行った。 

③パンフレット作成 

CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事

業についての和文パンフレット（A4版 8頁 3,000

部）及び英文パンフレット（A4版 8頁 1,000部）

を作成した。 

④一般向け研究成果発表会 

平成 24 年度終了課題の研究成果を国民に広報

するために、「平成 25 年度地球温暖化対策技術開

発成果発表会」を平成 26 年 1 月 16 日（木）午

後にイイノホール・カンファレンスセンターにお

いて開催し、100 人程度の参加者を得た。 

⑤ウェブサイトの改善・更新 

CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事

業ウェブサイトのリニューアルに向け、そのベー

スとなる CO2 排出削減対策強化誘導型技術開

発・実証事業等で実施した課題や現在実施中の課

題についてのデータベースを改善する共に、新し

いウェブサイトのインターフェイスを制作した。 

（3）平成 25 年度競争的研究資金制度管理・支援

委託業務  

環境省が実施する 2 つの競争的研究資金制度

等の一連の業務を、効果的かつ効率的に運用する

ため、プログラムディレクター（PD）を 1 名配

置し、環境省の競争的研究資金制度の運営に関す

る助言、競争的研究資金のあり方に関する助言、

PO の指導、総合科学技術会議等への対応などを

行った。 

（4）平成 25 年度環境研究・技術開発推進事業追

跡評価等委託業務 

環境省が推進してきた研究開発課題のうち、平

成 21 年度に終了した研究開発課題について追跡

評価を実施した。被評価者の自己点検（アンケー

ト調査）および被評価者へのインタビューを実施

し、各研究開発課題終了後の成果の活用状況（成

果の実用化の状況、環境行政への反映状況、環境

保全への貢献状況、終了後の研究開発の展開状況

等）を評価した。 

（5）平成 25 年度｢小型電子機器等リサイクルシ

ステム構築実証事業｣選定委員会統括業務 

｢小型電子機器等リサイクルシステム構築実証

事業｣（再資源化事業者提案型）の公募に対し応

募のあった提案書を選定委員会において審査し、

対象事業を選定するプロセスを支援した。 

 

尚、決算報告につきましては、当協会ホームペ

ージ（http://www.airies.or.jp）をご覧ください。

 

 

 

 

 

当協会でプログラムディレクター（PD）を務めている鷲田 伸明 PD が H26 年度環境保全 

功労者として、6 月 11 日(水)にグランドアーク半蔵門（東京都千代田区）において表彰されました。 

この表彰は、環境保全、地域環境保全及び地域環境美化に関し、顕著な功績があった者（または 

団体）に対して、その功績をたたえるため、毎年度、環境大臣によって表彰されるものです。 

鷲田 PD は、“環境研究が公害問題から地球環境問題へ移行する転換期に日本の環境研究の形 

成、実施体制の統括に半世紀に渡り尽力し、多大な貢献をした”ことを讃えられ、この度の表彰 

となりました。おめでとうございました。 
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ASSOCIATION OF INTERNATIONAL RESEARCH INITIATIVES FOR 

ENVIRONMENTAL STUDIES 

 

 

 

 

 

 

 

2(月）：環境推進費 アドバイザリーボード（アド）会合に出

席（つくば） 

3(火)：環境推進費 担当課題のアド会合に出席（つくば） 

     環境推進費 担当課題のワークショップに出席 

（東京） 

4(水)：エコアクション打合せ  

6(金)：温対事業 打合せ（ｴﾀﾉｰﾙ発電関連）に出席 (宮古

島) 

10(火)：アジア航測セミナー（洋上風力）に参加（川崎） 

10(火),11(水)：第 33回エネルギー資源学会研究発表会に

参加（大阪国際交流センター） 

12(木)：環境推進費 循環型社会部会打合せ（環境省）  

13（金）：環境推進費 担当課題のアド会合に出席(神戸) 

     環境推進費 現地調査（つくば） 

国立環境研究所公開シンポジウムに出席（メル

パルクホール） 

17 (火)：温対事業 検討会（移動型蓄熱槽関連）に出席

（伊賀） 

18（水）：環境推進費 現地調査（熊本） 

19(木)：環境推進費 行政推薦課題打合せ（環境省） 

     環境推進費 現地調査（つくば） 

     定時社員総会・臨時理事会を開催（山上会館） 

23(月)：環境推進費 FS 検討会を開催（商工会館）  

24(火)：協会 創立記念日 

環境推進費 現地調査（東京） 

26(木)：環境推進費 現地調査（福岡）,(秋田)  

     温対事業 検討会（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ PV 関連）に出席 

（東京） 

27(金)：環境推進費 行政ニーズ検討会を開催（都道府県

会館） 

     温対事業 打合せ（ﾌﾞﾛｰﾎｰﾙ発電関連）に出席

（東京） 

     温対事業 検討会(ﾊﾞｲｵ混焼関連)に出席（横浜） 

 

*環境推進費：環境研究総合推進費研究管理・検討事業 

温対事業：CO2 排出削減対策強化誘導型技術開発・実

証事業 

 

〒110-0005 東京都台東区上野 1-4-4 

 TEL：03-5812-2105 

 FAX：03-5812-2106 

 E-mail：airies@airies.or.jp 

 Homepage：http://www.airies.or.jp 
(日本学術会議協力学術研究団体) 

 


